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は じ め に

私達の身の回りには多くの統計情報がある｡

その中には健康に関するものも多い｡ここでは

代表的な統計資料を紹介するとともに,基本的

な概念のいくつかを説明したい｡

なお,紹介するデータは原則として公開講座

での講演に使用したものであって,必ずしも最

新のデータではないことをお断りしておく｡

代表的な統計調査

健康に関係する統計調査を行っている機関

は,総務庁統計局やその他の行政機関,また民

間にも多くあるが,代表的なのは何といっても

厚生省であろう｡ これらの調査結果の一部は,

最近ではインターネットの各ホームページや,

パソコン通信にも公表されている｡ また,毎年

の厚生自書1)にもいくつかの結果が掲載されて

いる｡ ここでは,インターネット上にある情報

をいくつか見てみよう｡

表 1は厚生省が行っている統計調査の一覧で

ある｡ このように実に多くの調査が行われてい

る｡

1.生 命 表

生命表は,いま現在の保健福祉水準を表す指

標として用いられ,特に平均寿命は良く知られ

た指標である｡

生命表は,ある一瞬に10万人の人が一斉に生

まれ,調査時の各年齢での死亡率に従って減少

していくと仮定したとき,何年後に何人生存し

ているかを表した数値である｡ 別の見方をすれ

ば, 1年間に10万人が生まれ続け (毎 日約274

人,すなわち約 5分15秒に 1人の割合),各年

齢での死亡率が調査時のまま不変であると仮定

したときの定常状態 (例えば120年経過後)に

おける年齢別人口を表していると見ることもで

きる｡ その一部を表2に示した｡

表中の数字について,簡単に説明しよう｡例

として,年齢10の男性のデータを見てみよう｡

ある一瞬に10万人の男子が一斉に生まれたとす

ると,ちょうど10年後に99,250人生存 してい

て,そのうちの17人が,その後の 1年間すなわ

ち11歳になるまでに死亡する｡ この17を99,250

で割ったものが死亡率0.00018である｡一方,

毎年10万人が生まれ続けるとした定常状態を考

えるとき,10歳以上11歳未満の人口が99,241

人, 10歳以上の総人口が6,644,087人であり,

これを生存数99,250で割ったものが10歳の平均

余命となる｡

平均寿命等については,後半で改めて取 り上
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表1 平成8年度厚生統計調査一覧

統 計 の 名 称 所 管 課 .室 部

局所得再分配調査 大臣官房

政策課簡易生命表 管理企画課 く大臣官房統計情報部

国民医療費産業連

関表作成基礎調査人口動態調査 (指第5号
) 人口動態統計課

人口動態社会経済面調査社会福祉施

設等調査 保健社会統計課

厚生省報告例 (社会

福祉関係)生活保護動態調査社会医療診療行為別調査 (老人医療を含む)

健康 .福祉関連サービス産業統計調査

患者調査 (指

第66号) 保健統計室

受療行動調

査医療施設調査 (指第65号)

病院報告老人保健施設調

査訪問看護統計調査

厚生省報告例 (衛

生関係)伝染病統計母

体保護統計保健

所運営報告医師 .歯科医師 .薬剤師調

査老人保健事業

報告国民生活基礎調査 国民生活基礎調査室保

険福祉動向調査身
体障害者実態調査 企画課 大臣官房

障害保健福祉部身体障害児実態調査病院経J削文支調査 指導課 J

L--看護婦等学校養成所入学状況並びに

卒業生就業状況調査 看護課 健>政策局国民栄

養調査 健康増進栄養課 保健医療局結核 .感染症サーベイランス事業

エイズ結核感染症課環境衛生関係営業経営実態調査

指導課 生活衛生局食中毒統計 食品保

健課一般廃棄物処理事業実態調査 環境整備

課 水道環境部産業廃棄物排出 .処理状況調査 産業廃棄物対策室

血液製剤使用実態調査 血液事業

対策室 薬務局薬事

工業生
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医療機器産業実態調査 医療機器開発課

医療用具品目指定調査

安全課福祉事務所実態精密調査 企画課

社会 .援護局被保護者生活実

態調査 保護課
社会保障生計調査被保護者全国一斉調

査医療扶助実態調査消費生活協同組合 (連合
会)実態調査 地

域福祉課公益質屋実態調査社会福

祉施設運営実態調査 施設人材課在宅高齢者福祉サービス利用等実態調
査 老人福祉計画課

老人保健福祉局老人保健福祉計画

等調査児童環境調査 企画課 児童

家庭局衛生検査所検査料全調査

医療課 保険局保険薬局実態調査 (医薬分業調査)

医薬分業調査 (医薬分業 .非分業地域における疾病

別投薬パターン分析調査)手技料に含まれる治療材料調査

健康保険被保険者実態調査

調査課健康保険診療状況実態調査国民健康保険

医療給付実態調査国民健康

保険実態調査国民健康保険診療状況実

態調査事業主調査 企画課 年金局年金通産協定に係る国内事業所実態調査米国在留邦人年金制度適用状況等調査

女性のパー トタイム労働者等に蘭する実態調査年金制度基礎調査 (遺族年金) 数理課国民年金被保険者実態調査 .政管健保及び船員保険の医療給
企画 .年金管理課 社会保険庁-運

営部付受給者状況調査第4回人口移動調

査 人口問題研究所げることにしよう｡

2.人口動態統計これは我が国の人口動態事

象を把握し,人口及び厚生行政施策の基礎資料

を得ることを目的として行われ,速報,月報,

年報の3種類が公表される｡なお,公表の時期

は,速報が約 2カ月後,月報が約5カ月後,そ

の年間合計が翌年6月頃,年報が翌年9月頃である｡ 内容には

,出生,死亡,婚姻,離婚数や死因別の死亡数

,死因の構成割合などが含まれている｡ 1L)

3.人 口 推 計これは,総務庁統計局が発表

している統計である｡ 我が国の人口の実態は,

5年ごとに実施される国勢調査によって明ら

かにされるが,この ｢人口推計｣は,毎月,毎年

の人口の状況を把握するために

行われている｡ なお,毎月 1日現在の結果は当

月下旬,毎年10月 1日現在の結果が,翌年3
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表2 第18回生命表 (一部)

午節 男
女′ 一､. 死亡 死亡率 定常 定常人口 平均 生存数 死亡 死亡率
定常 定常人口 平均生存数 敬 人口 総数 .

余命 数 人口 総数 余命0 100,000 456 0.00456 99,634 7,637,964 76.38 100,000 383
0.00383 99,694 8,284,782 82.851 99,544 68 0.00069 99,507 7,538,330 75.73

99,617 59 0.00059 99,585 8,185,089 82.172 99,476 50 0.0005199,450 7,4

38,822 74.78 99,558 410.0004199,536 8,085,504 81.213 99,425 37 0.00037

99,406 7.339.372 73.82 99,517 28 0.00028 99,502 7,985,967 80.254 99,388 29 0.00029 99,373 7,239,966 72.85 99,489 210.0002199,478 7,886,466 79.

275 99,359 25 0.00025 99,346 7,140,593 71.87 99,467 18 0.00018 99,458 7

,786,988 78.296 99,334 24 0.00024 99,322 7,041,246 70.88 99,449 17 0.000

17 99,440 7,687,530 77.307 99,310 22 0.00022 99,299 6,941,924 69.90 99,4

32 15 0.00015 99,425 7,588,089 76.318 99,289 20 0.00020 99,278 6,842,625

68.92 99,417 13 0.00013 99,411 7,488,665 75.339 99,268 18 0.00019 99,259 6.743,347 67.93 99,404 12 0.00012 99,398 7,389,254

74.3410 99,250 17 0.00018 99,2416,644,087 66.94 99,392 12 0.00012 99,386 7,289,856 73.3
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数値統計資料の基本的な指標

統計資料の全体としての様子を表す指標とし

て,代表値と散布度があるが,これらについて

簡単に説明する｡

1.代 表 値

資料全体を一つの値で表現 しようとするもの

で,平均値,中位数,最頻値等がある｡次の節

で,生命表について具体的な値を検討する｡

1)平均値

これは,すべての値を加え合わせて全体の個

数で割ったもので,代表値としてもっともよく

使われているものである｡

2)中央値 (中位数)

これは,すべてのデータを大きさの順に並べ

たときちょうど (順位が)真ん中になる値であ

る｡言い換えれば,この値より大きいデータの

個数と,この値より小さいデータの個数とが,

ちょうど等しくなるような値である｡

3)最頻値 (モー ド,流行値)

これは,データの個数が一一一番多い値である｡

2.散 布 度

データの値の散らばり具合を示す指標であっ

て,分散や標準偏差がよく用いられる｡分散

は,各データの値 と平均値 との差の二乗を求

め,それを平均 したもので,その平方根が標準

偏差である｡大部分のデータが平均値に近いと

きには,この値は小さくなり,平均値から遠い

データが多いときには大きくなる｡

余談であるが,受験等でよく耳にする偏差値

は,

50+
(得点一平均点)×10

標準偏差

と計算され,正規分布と呼ばれる理想的な分布

に従うデータでは,この値が60以上になるデー

タが全体の16%,70以上が 2%等ということが

わかっている｡

散布度には他に四分位偏差などがあるが,こ

こでは省略する｡

14

生命表にみる代表値

前節で説明した代表値を,生命表について考

えてみよう｡一般に平均寿命と呼ばれている値

は0歳の平均余命,すなわち,生まれてから後

何年生きられるかの平均値である｡ あるいは,

(仮想的に考えた10万人の)死亡時の年齢の平

均値 ともいえる｡ 第18回生命表では,男性が

76.38年,女性が82.85年となっている｡ なお平

均余命は各年齢で考えることができて,その年

齢に達 した人が,あと平均何年生きられるかを

表す｡

中位数に相当するものは,寿命中位数と呼ば

れ,出生者のちょうど半数が生存すると期待さ

れる年数,すなわち仮想的に考えた10万人が

ちょうど5万人にまで減少する年数を表す｡第

18回生命表では男性79.49年,女性85.73年 と

なっている｡ これは男女とも平均寿命より約 3

年長くなっている｡

最頻値に相当するものは,死亡数がもっとも

多くなる年齢であるが,特別な名前は付いてい

ないようである｡第18回生命表では,この死亡

数のピークは男性約83歳,女性約88歳となって

いて,平均寿命より6-7年高 くなっている｡

もし死亡数がこのピークを中心に対称に分布し

ているなら,平均寿命はピークと一致する｡ し

かし,実際にはピークよりずっと若 く死亡する

人の方が,ピークよりずっと高齢で死亡する人

より多いため,平均寿命はピークより若い方に

ずれているのである｡

お わ り に

ここではごく一部 しか紹介出来なかったが,

他にも数多くの統計資料が発表されている｡ 機

会を見つけてこれらにも目を通すようにすれ

ば,また新たな発見が出来るであろう｡

インターネット上の情幸削こついて

インターネットにアクセスできる人のため

に,ここで紹介 したデータ等のURLを記載 し

ておく｡
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厚生省ホームページ

http://www･mhw･go･jp/

第18回生命表

http://www･mhw･LqO.jp/houdou/09O4/hO425-

4/hO425-4.html

人口動態統計月報年計

http://www･mhw･go･.jp/houdou/0906/hO630-

1.html

総務庁統計局ホームページ

http://wWw･stat･go･jp/

人口推計

http://www･stat･go･jp/05k.htm

国立社会保障 ･人口問題研究所ホームページ

http://www･ipss･go･jp/newesti91.html

日本の将来推計人口

http://www･.pss･go･jp/newesti91･html
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